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会      計      課 

 

 平成 28 年 10 月 31 日現在における平成 28 年度の予算及び事務事業の執行状況について定

期監査を実施したので、その結果について概要を述べる。 

 

１  職員の配置状況 

    当課の職員は会計管理者兼課長１人、管理係４人、出納係２人（地域総務課総務振興係

兼務）の計７人（２人兼務）である。 

    なお、市役所内公金取扱所に指定金融機関である北さつま農業協同組合から職員３人が

派出されている。 

 

２  予算の執行状況 

    当課に係る歳入は、予算現額 131 万 8,000 円に対し、調定額 221 万 7,416 円、収入済額

220 万 9,066 円で、収入率は対予算 167.6％、対調定 99.6％となっている。 

収入済額の内訳は、財産収入の物品売却収入 168 万 7,000 円（公用車処分）、諸収入の市

預金利子 8 万 2,066 円、雑入 44 万円 （封筒類広告掲載料、地図代ほか）である。 

   一方歳出では、職員の給与費を除く予算現額 4,659 万 2,000 円に対し、執行済額は 2,747

万 2,312 円で 59.0％の執行率である。 

    執行済額は、次のとおりである。 

(1)  会計管理費 

    執行済額は 287 万 9,497 円で、需用費 168 万 2,483 円（消耗品費、印刷製本費）、役務

費 87 万 5,974 円（K-NET 口座振替手数料、振込手数料ほか）、委託料 31 万 1,040 円（OCR

機器保守業務）などである。 

(2)  車両管理費 

    執行済額は 2,459 万 2,815 円で、需用費 875 万 6,581 円（燃料費、修繕料ほか）、役務

費 319 万 7,879 円（自動車損害保険料ほか）、委託料 360 万円（自動車整備管理者業務、

マイクロバス運転業務）、使用料及び賃借料 31 万 1,618 円（高速道路料金ほか）、備品購

入費 806 万 2,337 円（公用車購入）、公課費 66 万 4,400 円(自動車重量税)である。 

 

３ 委託の執行状況 

補助

単独

の別 

委  託  業  務  名 
契約金額 

（円） 

契  約  の 

相  手  方 

契約 

方法 
契約期間 

単独 OCR 機器保守業務 311,040 

行政システム

九州㈱鹿児島

支店 

随意契約 
H28.4.1 

～H29.3.31 

単独 
庁用自動車整備管理者業

務 
1,800,000 澤田 重光 随意契約 

H28.4.1 

～H29.3.31 

単独 マイクロバス運転業務 1,800,000 宝泉 豊 随意契約 
H28.4.1 

～H29.5.31 
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４  会計事務について 

(1) 現金、有価証券などの出納事務及び証拠書類等の保管については、適正になされてい

ることを認めた。 

   ア 現金の運用状況                   （10 月 31 日現在） 

預  金  種  目 延べ回数 延べ元金総額（円） 利息総額（円） 

大 口 定 期 預 金 3 800,000,000 43,519 

譲 渡 性 預 金 0 0 0 

外   貨   預   金 0 0 0 

通   知   預   金 0 0 0 

普   通   預   金 ― ― 29,263 

住   宅   敷   金 7 27,000,000 9,284 

合   計 10 827,000,000 82,066 

  

イ 有価証券の保管状況  

種    類 銘            柄 数   量  価  格（円） 

株    券 ㈱九州ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟほか４件 37,749 株  3,404,350 

出資証券 県農業信用基金協会ほか６件 40 枚 18,414,000 

出捐証書 県農業後継者育成基金協会ほか 7 件 58 枚 17,155,000 

 (2) 公金の支払事務は、財務会計システム導入によりほとんどが口座振替によって確実に

処理されていることを認めた。 

 

5  その他 

     当課所管の基金台帳、現金出納簿及び歳入歳出外現金出納簿などの財務に関する諸帳簿

類は、おおむね良好に整備されていることを認める。また、公用車の使用、維持管理については、

各課等の使用手続きによりおおむね良好なる配置使用等がなされ、使用前後の維持管理につい

ても適切であると認める。 


